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論文内容の要旨
Jacobian 予想、「アフィン空間 An の自己準向型射 α = (αl' …， αn) : An → An について、その Jacobian 行列式
|θα/δ~I が非零定数であるとき、 α は自己同型射である」を次のように一般化する。
一般 Jacobian 予想「複素数体上定義された非特異代数多様体X のエタール自己準同型射α:X→ X は有限射である」
本論文では、 2 次元のアフィン平面 A2 上の既約代数曲線 C とその補空間 X: = A2-C について、一般 Jacobian
予想が X について成立するかどうかを考えた。
1=0 を C の定義式とするとき、 X の対数的小平次元疋(X) によって、 f とエタール自己準同型射 α:X → X は次
のように分類できる。一般型の場合、すなわち、正(X) = 2 の場合には、 α はいつも自己同型射になることが知られ
ているので、ここでは考えない。
まず、疋(X) = 一∞の場合には、 Abhyankar-Moh- 鈴木の定理により、 f は A2 の座標 (x, y) の l つ I=x と取
れて、 α は次のように定まるo
ZTy+g(X) α*(x) = cxn, a*(y) = "'~ , ::''''''/, c, g(x) E C[x]. 
z 
従って、 α は有限射となる。
疋(X) ~ 0 の場合には、 untwisted A1• -ファイプレーション ρ:X → B が存在することが分かる。ここで、
B ~ p1 , A1, A1• である。この A1• -ファイプレーションを用いて、 f は次のように分類される。
(1) ρ が A1• -ファイプレーション占: A2 →ちに拡張できる場合。このとき、白の一般ファイパーは generically raｭ
tional polynomial で、 C は ρ のファイパーの既約成分で、 A1• に同型であるロこのとき、 f も generically raｭ
tional polynomial となり、次の形で表されるo
(i) 1 -Xayb+ 1, a, b > 0, gcd(α， b) = 1 。ここで... a > 1, b > 1 ならば疋(X) = 1 であり、 α= 1 または
b = 1 ならば疋(X) = 0 である。
(? 1 -x a(x Ly+p(x))b+ 1, a , b, l, > 0, gcd(a, b) = 1, p(x) E k[x] , degp(x) < l, p(O) 手 0 。ここで、
b > 1 ならば疋(X) = 1 であり、 b = 1 ならば定(X) = 0 である。
(2) ρ が A1 ーファイプレーション占 : A2 → B に拡張できる場合。このとき、 ρ の一般ファイパーは A2 の中で閉でな




ション占の切断 (cross-section) となる。 B= A1 だから、占のファイパーはすべて A1 に同型になり、 x= えで
定義されるとして良い。このとき、 C の定義式は
f(x , y) = α。 (x)y"+ α I(X)y ，， -I+ … +αn(x)
とかけるが、 C が占の切断になっていることから、
f (x , y) - α。 (x)y十 al(x) ， gcd(ao, al) = 1, deg ao(x) < deg al(x) 
という条件を満たす。このとき、いつも記(X) = 1 である o
(3) ρ が base point をもっ linear pencil ^に拡張される場合。このとき、 ρ の一般ファイパーの A2 における閉包は、
A1， I こ 1 座点を加えた位相的可縮曲線となり、曲線 C も八のメンバーとなる。 Lin-Zaidenberg の定理により、八
のメンバーは x1n - ﾀy" = 0, gcd(m, n) = 1 とかける。ただし、 À E A1 U {∞}である。 C= A1• だから、その定
義式は f (x , y) -xm_yn であるとして良 ~'o このときも、疋(X) ニ l である。
上の 4 つの場合に、エタール自己準同型射 α:X → X を定めることができるが、複雑であるので、(1ーのと (3) の
場合にその形を与える o
( l-i) α > l， b>l の場合は、 α はいつも自己同型射である。 α= 1 または b = 1 の場合には、 α= 1 としてよい。
このとき、 α. は次のように与えられる。
U(Xyb+ 1 )m-l α ・ (x) = γ(zub+l)b ， α ・ (y) = sy(xyb + 1)". 
U 
ただし、 r， s E k' , u, v, m E Z で、次のどちらかの条件を満たす。
( t ) rsb = 1, u + bv = 0, C = 1 ， ω =m 
(t t) rsb= :-1 , u+bv= -m , c= 1, w= -m. 
このとき、 α は有限射ではな L 、。
(3) このとき、 α はいつも有限射になる o さらに、 α は次のように定まる。
α'(x) = げUx， ぜ (y) = sf"y. 
ただし、 r， s E k' , r" = sm, U , v E Z. 
論文審査の結果の要旨
一般化された Jacobian 予想「複素数体上定義された非特異代数多様体X のエタール自己準同型射α:X → X は有
限射である。」を、アフィン平面既約曲線 C の補集合 X: = A2-C に対して検証した。これから X = A2 の場合、既
約曲線 C を保つようなエタール自己準同型射 α は自己同型射になることが分かる。このように提出された論文は博
士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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